
10
と女
男 す て き に ハ ー モ ニ ーひと

ひと 男女共同参画社会に関する
ご意見をお寄せください。

男女共同参画課（℡ 23-1600）

　みなさん、男女共同参画というと、なんか難しそうで役所や大企業の一部の

人のために進めていると考えていませんか？しかし、本当はそうではないので

す。男女共同参画社会は、老若男女、すべての人が関わってこそ実現されるも

のです。男女共同参画社会基本法でも第 10 条に国民の責務として「～男女共同

参画社会の形成に寄与するように努めなければならない」と定めています。そ

こで、私たちにできることをまとめました。

女性のみなさんへ
　人口減少社会を支えていくのは、女性の力が必要とさ

れています。その際に育児などの経験は決してその人に

とって無駄にはなりません。むしろ育児や家事、介護を

通して得た知識・知恵をいかし、男性とは違う生活

者としての視点から物事を見られることが必ず

役に立ってきます。いま、企業でも地域でもそ

れが求められていて、活躍の場は広がってい

ます。ぜひあきらめずにチャレンジを！

男性のみなさんへ
　仕事に力を注ぐことは重要ですが、家庭や地域

での活動をすることも同等に大切です。例えば育

児は「育自」と言い換えられるように、それらを

することは人間的に成長させてくれるという大き

な効果を持っています。また、そういう経験によっ

て得たコツや段取りの仕方は、仕事にもいかせる

と言います。男性が家庭・地域に参画するこ

とで、そこがいきいきとしたものとなり、

社会の活力につながります。男

性のみなさん、仕事以外にも目

を向けてみませんか？

若い世代のみなさんへ
　何かをしたいと思ったとき、

「女だから」「男だから」という

だけで目標に向かうための機会

すら与えられないというので

は、夢や希望を叶えることはで

きません。男女共に機会が確保

されるべきです。また、人口減少が進む我が国

の社会は男女が一緒になって力を合わせる必要

がますます大きくなっています。男女が共に参

画していろんな夢を実現しましょう！

シニアのみなさんへ
　社会の担い手として期待

されているのは、女性だけ

ではありません。シニアの

みなさんもぜひ、積極的

に社会参画を実践してい

ただければと思います。

仕事やボランティアなど進んで社会活動に参画し、い

きいきと充実した時間を過ごしましょう。明るい日本

の未来のため、これまでの多彩で多様な経験をもう一

度社会に還元してみてください。

7 月 19 日～ 31 日までアルテリ
オで、男女共同参画に関する
パネル展を行いました。女性
と社会の関わりなどを表現し
たパネルに足を止める人たち
の姿が見られました。このパ

ネル展は 11 月にもあけの元気館で開催する予定です。

7 月 22 日、石ころアーティスト
の並木勝利さんを講師に迎え、
「石ころアート講座」を開催しま
した。講座には多くの親子が参
加。さまざまな形をした石ころ
の特徴をとらえながら、似顔絵
や動物の絵などを描きました。

夏休みに入り、親子の親睦を深める楽しい一日となりました。

男女共同参画課 だより

■男性セミナー「父子チャレンジ！石ころアート」 ■男女共同参画パネル展

輝く未来はあなたから
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観覧者募集！
笠松運動公園

総合開会式
■11月10日（土）

10:05～　募集1000人

結城市民文化センター「アクロス」

音楽文化祭
■11月11日（日）

12:30～　募集1200人

ファッションショー
「ゲスト イルカ」

13:00～　募集　300人

つくば国際会議場

NACK5 公開生放送「HITS! THE TOWN」
■11月10日（土）

12:55～17:40　募集600人
ゲスト 美勇伝（石川梨華、三好絵梨香、岡田唯）

「グッチ裕三」ライブ
「三村奈々恵」マリンバコンサート

「柳生真吾」講演会

■11月11日（日）
13:30～　募集1200人

16:00～　募集1200人

11:30～　募集　300人

「平野レミ」トークショー
「長谷川きよし」トーク＆ライブ

■11月12日（月）
13:00～　募集1200人

17:00～　募集1200人

「服部幸應」の食育・健康トーク
「大田仁史＆遙洋子」のいきいき健康トーク
「金田一秀穂」の世界一受けたい授業

■11月13日（火）県民の日
11:30～　募集1200人

13:30～　募集1200人

13:00～　募集   300人

県民文化センター

シンポジウム
■11月13日（火）

総合閉会式

基調講演「茂木健一郎」
【パネリスト】木の実ナナ、コシノヒロコ、宗像恒次、茂木健一郎
【コーディネーター】宮川泰夫 10:00～　募集700人

13:30～　募集500人

入場
無料

■応募方法
往復はがきに、下記①から⑥の必要事項を
記入のうえ、お申し込みください。また、
返信用はがきには、応募者の住所氏名を記
入してください。①観覧希望イベント名②
応募者本人の郵便番号、住所③氏名（ふり
がな）④年齢⑤電話番号⑥特記事項（a～
dのうち、該当する項目のみ記入）

■応募先
〒310-8555
水戸市笠原町978番６　茨城県庁内
ねんりんピック茨城2007
実行委員会事務局　「○○○○○」係

〒310-8586水戸市千波町1918
（社福）茨城県社会福祉協議会
茨城わくわくセンター　「音楽文化祭」係

■応募締切　9月20日（木）必着
総合開会式（１枚で４人まで）

往信用の裏面
必要事項① , ② , ③ , ④ , ⑤
⑥特記事項
a同伴者全員の氏名・年齢・応
　募者との関係
b手話通訳必要者の人数
c車いす利用者の人数
d希望するシャトルバスのり場
(1) 水戸駅  (2) 東海駅
(3) 常陸那珂港臨時駐車場

返信

応募者の
郵便番号
住所
氏名

イベント※総合開会式以外（１枚で２人まで）
往信用の裏面
必要事項① , ② , ③ , ④ , ⑤
⑥特記事項
a同伴者の有無
　（同伴者の氏名・年齢）
b手話通訳必要者の人数
c車いす利用者の人数
d（つくば国際会議場のみ）
　託児室利用希望の有無

返信

応募者の
郵便番号
住所
氏名

ねんりんピック茨城2007実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　℡029-301-3303

グッチ裕三 三村奈々恵

柳生真吾 服部幸應

徳
に
報
い
る
報
徳
仕
法

「○○○○○」には、入場を希望されるイベ
ント名（左記黒色太字）をお書きください。
【問い合わせ】（平日9:00～ 17:00）
総合開会式・閉会式℡029-301-3306
イベント全般………℡029-301-3303

※注意　音楽文化祭の応募先は下記です



　

ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

　

９
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）

　

大
田
小
学
校

　

テ
ー
マ
『
戦
争
』

▼『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』監
督
＝
ジ
ョ
エ
ル
・

　

シ
ュ
マ
ッ
カ
ー
、

　

出
演
＝
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

　

バ
ト
ラ
ー
、
エ
ミ
ー
・
ロ
ッ
サ
ム

▼
『
天
使
の
く
れ
た
時
間  

デ
ラ
ッ
ク
ス
版
』

　

監
督
＝
ブ
レ
ッ
ト
・
ラ
ト
ナ
ー
、
出
演
＝

　

ニ
コ
ラ
ス
・
ケ
イ
ジ
、
テ
ィ
ア
・
レ
オ
ー
ニ

▼
『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
監
督
＝
宮
崎
駿  

　

原
作
＝
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

▼
『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
』

　

『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ 

二
つ
の
塔
』

　

『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ 

王
の
帰
還
』

　

監
督
＝
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　

出
演
＝
イ
ラ
イ
ジ
ャ
・
ウ
ッ
ド

▼
『
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン

　

呪
わ
れ
た
海
賊
た
ち
』

　

監
督
＝
ゴ
ア
・
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
ス
キ
ー

　

出
演
＝
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

※
D
V
D
は
館
内
視
聴
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図書館へ行こう

◆
そ
り
す
べ
り
に
夢
中

な
カ
メ
の
ク
レ
オ
パ
ト

ラ
。
ワ
ニ
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
た
ち
は
、
ク
レ

オ
パ
ト
ラ
を
鍋
に
と
び
こ
ま
せ
ス
ー
プ
に
し

よ
う
と
考
え
ま
す
。
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
守
る

た
め
、
サ
ル
の
ア
ル
ビ
コ
コ
は
大
奮
闘
！

◆
あ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ベ

ト
ナ
ム
人
の
ツ
イ
ち
ゃ

ん
と
中
国
人
の
ヤ
ン
く
ん
と
仲
良
し
。
今
日

は
楽
し
い
お
月
見
で
す
。
ツ
イ
ち
ゃ
ん
や
ヤ

ン
く
ん
の
国
で
は
、
ど
ん
な
風
に
お
月
見
を

す
る
の
で
し
ょ
う
。楽
し
い
行
事
の
紙
芝
居
。

◆
み
ん
な
で
、
お
い
し

い
も
の
を
探
し
ま
し
ょ

う
。
赤
い
色
の
お
い
し
い
も
の
は
な
あ
に
？

黄
色
の
お
い
し
い
も
の
は
？

　

わ
か
る
か

な
？

　

お
い
し
そ
う
な
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

で
て
く
る
、楽
し
い
ク
イ
ズ
の
紙
芝
居
で
す
。

◆
当
館
所
蔵
品
展
で
紹
介
す
る
小
林
清
親
は

最
後
の
浮
世
絵
師
で
あ
り
、
新
聞
・
雑
誌
の

風
刺
画
（
漫
画
）
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
本
の
漫
画
は「
団
団
珍
聞
」等
の
掲
載
分
で
、

浮
世
絵
師
の
清
親
と
は
ま
る
で
別
人
で
す
。

◆
浮
世
絵
っ
て
何
!?
と
い
う
方
に
。
理
想
の

女
性
や
町
の
評
判
娘
を
描
い
た
美
人
画
、
切

り
抜
い
て
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
絵
と
い
っ
た
主

題
に
よ
る
分
類
の
他
、
肉
筆
画
・
錦
絵
等
の

様
式
、作
り
方
な
ど
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
表
紙
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
歯
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
恐
竜
の
全
体
像
は
も
ち
ろ
ん
、

実
物
大
の
恐
竜
の
卵
、
か
ぎ
づ
め
な
ど
、
大

迫
力
の
イ
ラ
ス
ト
が
て
い
ね
い
な
文
章
と
と

も
に
見
ら
れ
ま
す
。
ふ
り
が
な
・
索
引
つ
き
。

今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

明 野 図 書 館

★
ミ
ニ
企
画
展
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
」

ミ
ニ
企
画
展
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
」

　

９
月
４
日
（
火
）
〜
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
月
曜
休
館
）

　

中
央
図
書
館
・
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前

●
楽
し
い
紙
芝
居
の
展
示
・
貸
出
を
行

い
ま
す
。

★
企
画
展
「
東
京
名
所
図
会
」

企
画
展
「
東
京
名
所
図
会
」

　

９
月
７
日
（
金
）
〜
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
月
曜
休
館
）

　

明
野
図
書
館
・
開
架
フ
ロ
ア

●
最
後
の
浮
世
絵
師
・
小
林
清
親
が
描
い
た

文
明
開
化
の
東
京
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

★
お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

①
９
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

　

絵
本
「
よ
か
っ
た
ね
ネ
ッ
ド
く
ん
」

　

「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」「T

he V
ery

   H
ungry  Caterpillar

」（
は
ら
ぺ
こ

　

 

あ
お
む
し
の
英
語
版
）

　

②
９
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

絵
本
「
こ
ぶ
た
は
大
き
い
」「
か
い
じ
ゅ

　

う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」

　

★
赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

　

９
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
赤

クレオパトラ
のそりすべり

ぶん＝アンドレ・オデール
え＝トミー・ウンゲー
きゃくほん＝やぎたよしこ
【ほるぷ出版】

なぜ、お月さま
におそなえをす
るの？
監修＝常光徹
脚本・絵＝渡辺享子
【童心社】

おいしいもの
なあに？
脚本・画＝土田義晴
【童心社】

小林清親 諷刺漫画
画＝小林 清親
編著＝清水勲
【岩崎美術社】

浮世絵のことば案内
著＝田辺昌子
【小学館】

実物大恐竜図鑑
著＝デヴィッド・ベルゲン
日本語版監修＝真鍋真
訳＝藤田千枝
【小峰書店】

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

◆問い合わせ　中央図書館 TEL24-3530　明野図書館 TEL52-2466

（紙芝居）
（紙芝居）

（紙芝居）

新
着
新
着
D
V
D
V
D

中
央
図
書
館

中
央
図
書
館

12
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学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

ミ
ニ
企
画
展
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
」

企
画
展
「
東
京
名
所
図
会
」

お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

新
着
D
V

中
央
図
書
館

輝く人

「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自
分
も
や
れ
ば

で
き
る
ん
だ
と
思
い
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
練
習
は
き
つ
い
け
ど
、
頑
張
っ
た
分
だ

け
上
手
く
な
る
の
で
楽
し
い
で
す
。
全
国
大

会
ま
で
に
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
も
っ
と
速
く
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の

は
、
県
立
下
館
第
一
高
等
学
校
定
時
制
１
年

の
真
田
一
将
く
ん（
東
保
末
）。
真
田
く
ん
は
、

６
月
に
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
全
国
定
通
高
校
大
会
茨
城
県
大
会
の
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
、
接
戦
の
末
、
見
事
優
勝
。

８
月
16
日
か
ら
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

「
目
標
は
初
戦
突
破
。
い
つ
も
通
り
に
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
で
も
、
優
勝
し
た
ら
新
車
を
買
っ
て

も
ら
う
約
束
な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
優
勝
で
き

た
ら
い
い
な
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
真

田
く
ん
。
全
国
大
会
に
向
け
て
、
週
４
回
、

所
属
す
る
「
明
野
ち
び
バ
ド
」
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

同
じ
く
「
明
野
ち
び
バ
ド
」
で
バ
ド
ミ
ン

明
野
ち
び
バ
ド

バドミントンで憧れの全国大会へ。
最後まであきらめず、ベストを尽くしたい。

ト
ン
に
汗
を
流
す
、
大
村
小
学
校
６
年
の
稲

光
勇
太
く
ん
（
海
老
ヶ
島
）
は
、
県
の
代
表

選
手
と
し
て
、
７
月
に
都
内
で
行
わ
れ
た
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流

大
会
に
出
場
。
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
と

も
に
全
試
合
勝
利
と
い
う
大
活
躍
で
、
チ
ー

ム
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
優
勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
喜
び
を
語
る
稲
光
く
ん
。
６
月

の
全
国
小
学
生
A
B
C
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
茨
城
県
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
優
勝

し
、
８
月
16
日
か
ら
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
大
好
き
で
、「
ち
び
バ

ド
の
練
習
に
来
る
の
が
楽
し
い
」
と
い
う
稲

光
く
ん
は
、「
全
国
大
会
は
初
め
て
で
す
が
、

全
然
緊
張
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
強
気
で
攻
め

て
、
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と

練
習
し
て
、
将
来
は
、
世
界
で
通
用
す
る
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
の
が
夢
で

す
」
と
さ
わ
や
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

稲
光  

勇
太
く
ん

真
田  

一
将
く
ん



そ
れ
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
伸
ば

し
、
社
会
的
経
済
的
に
有
用
な
価
値
を
産

出
す
る
こ
と
を
「
報
徳
」
と
呼
び
ま
し
た
。

　

天
保
７
年
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
報
徳

訓
」に
そ
の
思
想
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
怠
・
奢
・
奪
」
と
い
う
生
き
方
か
ら
、「
勤
・

倹
・
譲
」
へ
の
「
心
田
の
開
発
」
が
、
尊

徳
の
生
涯
の
願
い
で
し
た
。

　

日
光
領
の
仕
法
を
進
め
て
い
た
尊
徳

は
、
安
政
３
年
、
70
歳
の
時
に
今
市
の
役

所
内
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
尊
徳
は
如
来

寺
の
墓
地
の
一
角
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

第
13
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
筑
西
市
大
会

新
し
い
時
代
を
拓
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

10
月
20
日
（
土
）

報徳仕法
我が道は至誠と実行のみ

　

下
館
地
方
の
村
々
を
仕
法
に
よ
っ
て
立

て
直
し
た
二
宮
尊
徳
。
そ
の
思
想
を
集
約

し
た
「
報
徳
訓
」
は
、
現
代
の
私
た
ち
に

も
、
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
文
・
上
金 

蔵
】

【
下
高
田
の
仕
法
に
大
山
太
助
の
労
】

　

下
高
田
村
の
大
山
太
助
は
、
天
保
初
年

か
ら
桜
町
を
訪
れ
、
尊
徳
に
村
の
困
窮
の

救
済
を
懇
願
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

高
田
村
本
田
、
新
田
、
本
郷
、
堤
上
、
下

福
良
村
、
阿
部
品
村
に
及
ぶ
仕
法
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
村
は
領
主
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
仕

法
も
複
雑
で
、
大
山
太
助
の
奔
走
は
大
変

な
も
の
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

仕
法
は
順
調
に
進
み
、
嘉
永
年
間
ま

で
続
い
た
仕
法
で
、
12
年
間
に
報
徳
金

１
４
３
７
両
余
り
を
返
却
し
、
余
剰
金
が

で
き
る
ほ
ど
村
は
立
ち
直
り
ま
し
た
。

【
困
難
を
極
め
た
齋
藤
領
の
仕
法
】

　

旗
本
齋
藤
鍬
太
の
領
は
、
門
井
、
辻
、

海
老
江
、
羽
方
、
吉
田
村
な
ど
に
散
在
し

て
い
ま
し
た
。
領
主
は
小
禄
の
う
え
、
生

計
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
、
天
保
６
年

の
負
債
高
は
２
３
０
０
両
に
も
及
び
ま
し

た
。
村
々
は
食
料
に
事
欠
く
ほ
ど
疲
弊
し

て
お
り
、尊
徳
に
仕
法
を
願
い
出
ま
し
た
。

　

齋
藤
家
は
、
年
１
２
０
俵
の
米
と
18
両

を
分
度
と
し
、
10
年
を
め
ど
に
負
債
償
却

と
領
村
復
興
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
領
民

は
常
食
を
減
ず
る
な
ど
苦
労
し
な
が
ら
働

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
領
主
は
分
度
確
立

の
観
念
が
弱
く
、
４
年
後
に
は
、
仕
法
委

託
を
拒
否
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
、
負

債
の
ほ
と
ん
ど
は
弁
済
さ
れ
、
顕
著
な
成

績
を
残
し
ま
し
た
。

【
報
徳
訓
に
集
約
さ
れ
た
尊
徳
思
想
】

　

こ
の
よ
う
に
、
尊
徳
は
仕
法
で
下
館
地

方
の
村
々
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
尊

徳
は
、「
物
や
人
に
備
わ
る
良
さ
、
取
り

柄
、持
ち
味
」の
こ
と
を「
徳
」と
名
付
け
、

二
宮
尊
徳
学
習
会
の
お
知
ら
せ

徳
に
報
い
る
報
徳
仕
法

徳
に
報
い
る
報
徳
仕
法

①
８
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

河
間
公
民
館
　

講
師
＝
桐
原
光
明
氏

②
８
月
30
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

嘉
田
生
崎
公
民
館
　

講
師
＝
桐
原
光
明
氏

③
９
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

協
和
公
民
館
　

講
師
＝
小
石
川
功
氏

▼
テ
ー
マ
＝
『
筑
西
市
に
お
け
る
尊
徳

の
仕
法
』
▼
募
集
＝
各
１
０
０
人
程
度

▼
費
用
＝
無
料
　

▼
申
込
不
要

＊
学
習
会
は
９
月
11
日
が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

教
育
委
員
会
文
化
課

　

TEL
　

22

－

０
１
８
３

▼

８
月
２
日
、
関
本
公
民
館
で
「
尊
徳
学
習
会
」

を
開
催
。
講
師
の
鉄
炮
塚
精
四
朗
氏
が
尊
徳
の
仕

法
や
思
想
に
つ
い
て
語
り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
市

民
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲伊讃小学校に建てられた二宮金
次郎像の土台には、尊徳の教えが
刻まれています。

父
母
の
根
元
は
天
地
の
令
命
に
あ
り

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
あ
り

吾
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
あ
り

身
命
の
長
養
は
衣
食
住
の
三
に
あ
り

田
畑
山
林
は
人
民
の
勤
耕
に
あ
り

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
艱
難
に
あ
り

身
体
の
根
元
は
父
母
の
生
育
に
あ
り

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
あ
り

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
あ
り

衣
食
住
の
三
は
田
畑
山
林
に
あ
り

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
あ
り

年
々
歳
々
報
徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず

報
徳
訓


